　演説原稿　本番（スタート）　２０１８．６．１７　　石橋よしえ
みなさん、あの安倍政権のもとで米子の暮らしも益々大変です。「年金がどんどん減らされ、介護保険料、国民健康保険料は高い、毎月貯金を崩さないと暮らせない」こんな声がたくさん聞こえます。

私は介護士で、親の在宅介護も10年近く経験し、それがきっかけで米子市の介護保険の策定委員を10年務めました。議会でも市民の実態を訴え改善と充実を繰り返し求めました。しかし介護保険制度は酷くなるばかりです。
ある女性は病気で動けなくなり要介護２になりました。息子さんと二人暮らしで、「家族があると一番してほしい掃除がして貰えん、息子の厄介にならんように施設に入りたけど、私の年金では入れる施設がひとつもない」こう嘆かれました。私は、議席がなくても、みなさんの介護相談に与ってきましたが、国や市の制度を変えなければ解決しないことが多いのです。今度こそ議会に帰り、直接市民の声を届けたい。何としても米子を暖かい町に、病んでも衰えても、その人らしく安心して暮らせる米子市にしたいのです。
米子はお金無いじゃないの、そんなこと出来るの？とよく聞かれます。財源はあります。55億円のため込み金の一部を崩し、何になるのかと市民の反対の多い米子駅南北通路の見直しなど、ムダを削れば実現出来ます。暮らしやいのちを守るのが自治体の一番大事な仕事だということを、どうか思い出してほしいのです。
議員だった５年間に実現し嬉しかったのが中学校給食です。代表質問で取り上げ、当時3人だった市議団が次々に質問をしました。その1年後に中学校給食が実現しました。諦めない市民の運動と３議席の力です。政治は変えられるということを実感しました。

みなさん、こんなに暮らしが大変な時、国言いなりの市議会では、安倍政権の歪んだ政治から市民を守る防波堤にはなれません。私はつぎのような政策を実現して、市民の暮らしを守るために力を尽くします。
１．介護保険料・利用料の負担を軽くします。特養を増やします。
２．国民健康保険料の1世帯１万円の引き下げで、払える保険料に近づけます。
　手遅れで亡くなる手遅れ死をなくします。

３．子どもの医療費の窓口負担をなくします。子どもの病気は急変します。お金の心配なく直ぐに病院に連れていきたいお父さんお母さんの気持ちに応えます。

４．交通が不便、店がなくて買い物が出来ん―切実な問題に、みなさんの声を聞きながらしっかり取り組みます。

５．ゴミ袋代の引き下げ、干拓虫＝ヌカカの対策など、暮らしの中の切実な要求に応えます。
最後に原発と基地の問題、島根原発２号機の再稼働、新たに３号機稼働について、選挙の後の議会は問われます。市議会で反対が多ければ歯止めになります。そして美保基地の強化と相次ぐ自衛隊機の事故に、不安が一杯です。また自衛隊員が海外の戦争でいのちを落すことは、何としても避けなくてはなりません。
議席を失い悔しい思いの４年でしたが、市民の不安や疑問の声を、防衛省や中国電力へ届け続けてきました。他の会派とも、安全やいのちを守るために力を合わせます。大激戦です。どうかあなたの力で議会へと押し上げて下さい。３議席を回復し力合わせて政治を変えます。大きなご支持ご支援を日本共産党と石橋よしえに頂きますようこころからお願いします。
